
倉
」立

	
1
9
6
4
年

6
月

1
6
曰

認
証
	
1
9
6
4
年

1
0
月

1
9
日

第
2
5
1
0
地

区
	
第

1
1
グ

ル
ー
プ

ロ
ー
タ

リ
ー
と
は

・
0
-
タ

リ
ー
は
.
事

業
お
よ
び
専
門
砒
務
に
携
わ

る
人

々
の
世
界

的
奉
仕

団
体
で
す
。

□
―

タ
リ
ー
は
、
人
道
的
な
奉
イ1
を

行
t
l
.

あ
ら
ゆ

る
職
業

に
お
ぃ
て
高
度
の
道
徳
的
水
準
を
守

る
こ
と
を
奨

励
じ
.
世

界
理
解
と
平
和
を
目
指

し
て
尽
力

し
て
い
ま
す

.

・
□
―
タ

リ
ー
は
、
世
界
で
最
初

の
奉
仕

ク
ラ
フ
で
す
.
最

初
の

□
―
タ

リ
ー
・
ク
ラ
フ
は
.
1
蛎

年
2
月
8
日

に
.
米

国
イ

リ
ノ
イ

,
|
|
|

シ
カ
ゴ
で
創
立
さ
れ
ま

し
た
。

・
□
―

タ
リ
ア
ン
は
.
毎

週
、
例
会
を
開
い
て
.
親

睦
を
深
め
、
地

域
社
会
や
国
際
社
会

|
こ
と
つ
て
重
要
な

問
題
に
つ

い
て
興
味
深

く
有
益
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽

し
ん
で

い
ま
す

.

会
員
は
.
推

薦
制
度
に
よ

つ
て
入
会

じ
.
そ

の
会

員
組
織

は
地
域
社
会
の
横
断
面

と
な

っ
て
ぃ
ま
す

.

(
1
7
2
)

北
海

道
新

聞
	

佐
々

木
販

売
所

〒
0
4
0
-
0
0
7
2
	
函

館
市
亀

田
町
2
0
番

1
5
昌

T
E
L
(
0
1
3
8
)
4
2
-
5
4
4
2

(
広
告
掲

載
:
佐

々
木

公
和

会
員

)

函
館
北
□
―
タ
リ
ー
ク
ラ
フ
は

w
e
b
(
ホ

ー
ム
ベ
ー
ジ

)
を
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

h
t
p
l
′
"
w
h
k
“

a
t
e
‐
n
O
r
t
h
O
r
g
/

e
‐
m
a
l
l
ア
ド
レ
ス

r
o
t
a
r
y
@
3
よ
α
ぬ

t
e
‐
n
o
に

h
.
o
r
g

2
0
0
3
-
0
4
年

度
	
函
館
北

□
―
タ

リ
ー
ク
ラ
フ
の
事
業

目
標

1
.
一

般
会
計
の
健
全
化

―
創
立

つ
周
年

に
向
け
て

2
	
親
睦
「

こ
の
万

と
出
会

つ
て
よ
か

つ
た

1
」

-
2
0
0
3
年

9
月

2
1
日

創
立
記
念
式
典
・
懇
親
会
が
最
大
の
「

親
睦
の

日
」

3
.
奉

仕
―

*
地

域
社
会

:
市

へ
交
通
安
全
車

(
l
m
ヽ

c
)
の

寄
贈

(
記
念
事
業

)

□
―
タ

リ
ー
に
よ

る
新
世
代

へ
の
教
育
開
発
・

意
叡
開
発
を
目
指
す
。

一
子
供
・

家
庭
・

職
業
奉
曝

会
を
通

じ
て
地
域
社
会

に
貢
献
す

る
一

*
国

際
奉
仕

:
国

際
奉
仕
活
動
の

.
`
芽・

を
育
て

る

今
、
他
国
で
は
.
一

万
円
の
奉
仕

の
価
値

が
十
倍
…

二
十
倍
に
た
か
め

ら
れ

ま
す
。

「
R
1
	
3
4
0
0
地

区
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・

ジ
ヨ
グ
ジ

ヤ
カ
ル
タ
・

タ
マ
ン
サ

リ
R
C
.
を

通
じ
て
、
小
学
校

の
図
書
館
支
援

の
た
め
、
本
箱
・
机
・

本
1
5
0
0
冊

な
ど
の
物
品
を
寄
贈
す

る
.
」

4
	

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
・

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ヨ
ン
委

員
会

を
設
置

し
、
当
ク
ラ
フ
と
外

の
ク
ラ
フ
と
の
情
報

を
円
滑
に

し
.
合

わ
せ
て

会
員
企
業
の
情
報
交
換

に
貢
献
す

る
.

5
	
反
人
の
言
動

に
好
意
を
示

し
、
友
人
の
成
長

を
願

っ
て
、
・
手
'
を

貸
し
ま

し
ょ
う
。
一

―
―
L
o
n
d
	
a
	
H
r
d
	
r
d
	
T
よ

e
	
A
c
t
i
α
,
w
i
■

l
	α
r
に

a
r
e
l
t
	
c
g
e

―
―
f
o
r
	
i
お
い
,
s
i
耐
“

哺
l
	
v
i
S
i
m
	
l

◎
2
月

1
8
日

出
席
報
告

4
0

2
0
0
3
～
2
0
0
4

2
0
0
3
～

2
0
0
4
年

度
R
.
1
会

長
ジ
ョ
ナ
サ
ン

B
.
マ
ジ
イ
ア
ベ

国
際
□
―
タ
リ
ー
の
テ
ー
マ

『
手
を
貸
そ
う
』

四
つ
の
テ
ス
ト

…
.
言
行
は
こ
れ
に
照

ら
し
て
か
ら
…
…

1
	
真

実
ガ
	

ど
う
か

2
	

み
ん
な

に
公

平
か

3
	

好
意

こ
友

情
を
深

め
る
か

4
	
み
ん
な
の
た
め

|
こ
な
る
か
	
ど
う
か

゛

北
村
	
祐
治

会
長

テ
ー
マ
『
Y
E
S
,
I
	
D
O
!
』

さ
あ
、
行
動
し
よ
う

!

●ヽ
●
′
′

苺
，

苺鷺筆鷲

一´一一″一
．

一一

一”

一〓
一〓″一

・華
″一一

艤，
■一一
．

一〓
”■

，

苺議筆
〓一〓

篠一
・
■

″″一一一一苺苺

員
3
9
名

出
席

率
対

象
会

員
3
8
名

出
席

規
定

免
除

会
員

1
名

出
席

率
規

定
免

除
会

員
1
名

当
	

日
	

出
	

席
2
6
名

当
	

日
	

欠
	

席
1
2
名

他
ク

ラ
ブ

出
席

5
名

出
席

合
計

3
1
名

出
席

率
8
3
.
7
8
%

3
月

3
日

卓
話
	
星
野
	
	

勉
氏

《第
1
9
5
8
回

例
会
》

第
3
4
号

3
月

1
0
日

(
水

)

「
ク
ラ
フ
ア
ッ
セ
ン
プ
リ
ー
」

●
●
●

	
	
	
[
1
	
	
1
	
:
	
1
1
	
	

、
,

長
	
l
ι

l
l
	
l
I
I
台

(
千尋 )

☆
幹
	事

	業
|
	
1
奇

	
1
晃

例会
場

・
テ

レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

(
例
会
移
動
案
内
)
電
話
2
6
-
3
:
7
0
番

ＡＯ〓

―一Ｘ

館
画

国
際
ホ
テ
ル

1
2
1
1
1
～

|
|
l
l
l

函
館
北
□
―
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
報

T
h
e
	
Ⅵ
i
e
e
k
l
y
	
R
e
p
o
r
t
	
O
f

H
a
k
O
d
a
t
e
	
N
o
r
t
h
	
R
,
C
.

本
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

次
回
・

3
月

1
7
日

プ
ロ
グ
ラ
ム

例会 日
1
毎週水曜 日

=
i
:
|
|
|
‐
l
l
i
4
固

1
館
市
大
手
町
5
-
|
|

事
I
I
局

1
函館市大手町

i
‐
|
|
ニ
チ ロビル

I
F

|
:
l
!
闘

l
i
l

l
[
l
!
3
‐

3
1
i
l

ν

展
■

「

―

警撃濠繋ゅ〓

胃

卓
話
「

函
館

雑
感
」

石
田
労
務
型

事
務
所

所
長
	

石
田
	
	

勉
	

氏



(
1
7
0
)

2
0
0
3
～

2
0
0
4
〈

第
1
9
5
7
回

例
会
)
第

3
3
号

3
月

3
日

の
記

録

◎
司
	
	

会
	

北
村
	

祐
治

会
長

◎
斉
	
	
唱
	
君
が
代
、
そ
れ
で
こ
そ
ロ
ー
タ
リ
ー
、
四
つ
の
テ
ス

ト

◎
ゲ

ス
ト	

ホ
シ

ノ
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
社
長
	
星
野
	
	

勉
氏

函
館

北
R
.
C
.
奨

学
生
	
梅
村
	
郁
恵

さ
ん

◎
ビ
ジ
タ
ー
	
函
館
R
.
C
.
中

山
浩

―
君
、
函
館

亀
田
R
.
C
.
安

達
智
紀

君
、

函
館
五
稜
郭
R
.
C
.
伊

藤
隆
義

君

◎
幹
事
報

告
	
柴

崎
	
	

晃
幹
事

0
函

館
五
稜
郭
R
.
C
.
3
月

1
9
日

の
例
会

は
夜

間
例
会

に
変
更
で
す
。

3
例

会
終

了
後

理
事
会

を
開
催
致

し
ま
す
。

◎
親

睦
活
動
委
員
会
	
青

山
	

栄
一

委
員

ニ
コ
ニ

コ
B
O
X
投

入
報
告

北
村
	
会
長

…
…
今

日
は
ひ
な
祭

り
で
す
。

柴
崎
	
幹
事

…
…
月
初
め
で
す
。

小
笠
原
会
員

…
…
B
O
X
に

協
力

.

中
野
	
会
員
…

…
今

日
は
ひ
な
祭

り
で
す
。

増
田
	
会
員
…
…

月
初

め
で
す
。

松
見
	
会
員

…
…
	
	

〃

薮
下
	
会
員

…
… 	
	

″

斉
藤
	
会
員
…

.
・.
	
	
″

V

(
1
7
1
)

茂
木
	

会
員

―
…
…
月
初

め
で

す
。

山
下

(
罰
会

員
…

…
	

″

南
木
	

会
員

…
…
誕

生
月

で
す

。

新
	
	

会
員

¨̈
月̈
初

め
で

す
。

青
山
	

会
員

…
…
	
	

″

竹
谷
	

会
員

…
…

今
日
は

桃
の

節
句

で
す

。

千
葉
	

会
員

…
…

月
初

め
で

す
。

大
谷
	

会
員

…
…
	
	

″

中
川
	

会
員

…
…
	
	

〃

◎
卓
話
	
「
間
違

い
だ

ら
け
の

I
S
O
」

ホ
シ
ノ
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
社
長
	
星
野
	
	

勉
氏

現
在
、
私

は
I
S
O
を

中
心

と
し
て
経
営

コ
ン
サ
ル

タ
ン

ト
を

し
て

い
る
。

な
ぜ

、
今
I
S
O
か

'
	
第
二

の
人
生

を
I
S
O
に

か
け
て
み

よ
う
と
思

う
。

I
S
O
を

取
得

し
ま
せ
ん
か
、

と
話

し
て
見

る
と
約

9
割

の
方
が
、
お
金
が
か
か

る
、
難

し
い

と
し

て
断

ら
れ

る
。

な
ぜ
そ

う
い

う
現

象
な

の
か
。

間
違

っ
て
伝

え
ら
れ
て

い
る
。
本

当
の
I
S
O
と

は
、

端
的

に
言

う
と
、
世
界
1
3
7
ケ

国
が
決

め
た
ル
ー
ル
で
す
。
現
在
、
私
達

の
回

り
に
沢

山
あ

り
ま
す
。

例
え
ば
、
“ネ

ジ
"
が

良
い
例
で
す
、
ど
こ
の
国
で

も
ち

ゃ
ん

と
合

い
ま
す
ね
、
他

に
、
非
常

日
の
カ

ン

バ
ン
・
車

の
タ
イ

ヤ
・
C
D
ロ

ム
等
で
す
。

I
S
O
に

は
次

の
シ

リ
ー

ズ
が

あ
る
。

①
	
I
S
0
	
9
0
0
0
	
	
	

経
営

上
の
ル
ー
ル
・

方
針

を
決

め
る

②
	
I
S
0
	
1
4
0
0
0
	
	

い
か

に
環

境
に
適

合
す

る
か

③
	
I
S
0
	
1
8
0
0
0
	
	

労
働
安
全

マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム

④
	
H
A
C
C
P
(
ハ

セ
ッ
プ
)
食

品
労
働

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム

⑤
	
I
S
N
S
	
	

情
報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ー
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム

私
は
、
①

と
②

の
審
査

員
資
格

を
も
っ
て

い
る
。

I
S
O
は

経
営

と
し
て

当
た

り
前

の
事

を
当
た

り
前

に
行

う
こ
と
で

あ
る
。

P
D
C
A
サ

イ
ク
ル

と
い

う
の
が
あ
る
。

P
→

プ
ラ
ン

(
計
画
)
D
→

実
行
	
C
→

チ
ェ
ッ
ク
	
A
→

ア
ク
シ

ョ
ン

(
分
析

し
て
見
直
す

)

こ
れ

を
ル
ー
ル

と
し
て
決

め
る
の
が
I
S
O
で

あ
る
。

例
え
ば

、
文
書

の
管
理
→
必
要

な
の
は
何

か
。
ど
こ
に
保
管

し
て
い
る
か

い
つ
廃
棄

す
る
の
か

を
キ
チ

ン
と
決

め
る

苦
情
処
理
→

お
客

さ
ん
か

ら
苦
情

が
あ
っ
た

ら
誰

に
報
告
す

る
か

誰
が
事

に
当
た

る
の
か

を
ル
ー
ル

と
し
て
決

め
る

以
上
、	
l
S
O
の

説
明
で
す
。	
3
名

以
上

の
会
社
な

ら
誰

で
も
取
得
で

き
ま
す
。

I
S
O
を

取
得
す

る
と
、
そ

の
会
社
が
信
用

さ
れ
、

ひ
い
て
は
業
績

向
上

に
役
立

ち
ま
す
。

V

V

▼

(
会報
担
当者

1
増
固
	
定
雄
委
員
長

)

口日パ

ム〓

日日＾

Ａハ〓

隅＝

ユロ円

ｍＨ円

７，■――

ｍは軍′

ゲ ス
ト スピ ーカ ‐を歓迎 して。

月
1
1
め です。

◎
委
員
会
報
告

●
ク

ラ
ブ
奨
学

委
員
会
	
石
橋
	
輝
夫

委
員
長

奨
学

生
の
梅
村

さ
ん
が
来

て
お

り
ま
す
。

ご
挨
拶
お
願

い
し
ま
す
。

〈
梅
村
郁
恵

さ
ん
挨
拶

〉

今
年

3
月

に
函
館

高
専

を
卒
業

し
ま
す
。	
5
年

間
函
館
北
R
.
C
.
の

皆
様

に
は
大
変

お
世
話

に
な

り
ま

し
た
。

こ
れ
か

ら
は
室
蘭
工
大

に
進

ん
で
土
木

に
つ

い
て
勉
強

し
た

い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

永
い
間
あ

り
が

と
う
ご
ざ

い
ま

し
た
。


